
輸血用血液製剤でHBV くB型肝炎ウイルスI惑染が疑われた.-
事例く4月7日報告Iについて

1.経緯
平成18年4月7臥 目本赤十字社から輸血く濃厚血小板,赤血球濃厚卓夜フによる

H BV感染疑いの症例の報告があったとの報告が,日本赤十字社からあったo

2.事例
患者は, 40代の男性で,原疾患は血液腫療o平成16牢7月から平成17年2月に
く濃厚血小板計30単位,赤血球濃厚績計48単位l ,平成17年3月から5月に輸血
く濃厚血小板計130単位,赤血球濃厚液計18単位1を受ける.
最初の輪血から8ケ月後の平成17年2月-22日にはHB s抗原, HB s抗体, H

B c抗体全て陰性だったが-平成18年3月に肝不全となり,4月3日にHB s抗原-

HB c抗体についても陽転が確認されたo輸血後の平成17年5月23日の保管検体
において- HBV-NATは陰性であったが, 6月8日の保管検体において1 HB
V-NATは陽性であったQ なおI HCV抗体は輸血前から陽性であったo
その後主沿医は,亜急性劇症肝炎と診断o く4月7日 ALT67IUlrnL,

T-Bi13.57m壷ノdL, PT-1NR2.30J患者は5月19日に肝不全により死亡o

3.感染についての状況
りl輸血された血液製剤について
0当該患者に投与された血液製剤の供血者数は31人くH16年7月J-H17年2月1及
び22人 くH17年3月-5月I

H被疑製剤の対象をH16年7月まで拡大して調査
eJ当該供血者と同-の供血者に由来し,同時に製造された原料血衆51本のうち44
本使用済みで7本確保済み.新鮮凍結血紫14本はすべて医療機関-供給済みo

く2l .供血者個別NAT

供血者個別NATは53人分全て陰性o
く31供血者に関する情報
0 供血者31人のうち1 22人が献血又は事後採血に再来し. 21人はHBV関連検査

陰性o l名はHB s抗体のみ陽性 く平成19年10月18日現在,残る9名の来
訪なしIo

el供血者22人のうち- 22人すべてが献血又は事後採血に再来し- 20人はHBV関

.連検査陰性o 2名はHB c抗体及びHB s抗体陽性D
く41その他

平成17年4月8 E7,骨髄バンクからの同種骨髄移植を施行.ドナ-はHBsAgトl,
HBsAbト11 HBcAbト1であったo

4.今後の対応
くり供血者9人の再献血.検査に係るフオロ-を行う
く21 r輸血医療の安全確保のための総合対策Jを着実に実施する.
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